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ジ
ャ
パ
（
前
）
零
ャ
ン
プ
を
視
察

　
医
療
環
境
へ
の
援
助
が
急
務

　
【
ネ
パ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
2
6
日

大
島
範
之
】
医
者
が
い
な
い
。

ベ
ッ
ド
が
な
い
、
薬
が
足
り
な

い
Ｉ
。
青
年
部
「
難
民
調
査

団
」
の
長
野
祐
樹
団
長
（
青
年

平
和
会
議
議
長
）
ら
一
行
は
。

二
十
三
日
（
現
地
時
間
）
、
ネ

パ
ー
ル
束
部
ジ
ャ
パ
地
区
の
ブ

ー
タ
ン
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
地
に

近
い
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
）
の
病
院
な
ど
を

視
察
。
厳
し
い
医
療
環
境
の
現

状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
病
院
の
門
を
く
ぐ
る
と
薬
局

や
渡
り
廊
下
、
玄
関
脇
に
ま
で

治
療
を
待
つ
人
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
薄
暗
い
病
棟
で
は
、
廊
下

に
ま
で
ペ
ッ
ド
が
並
ぶ
。
夏
場

は
マ
ラ
リ
ア
、
日
本
脳
炎
、
赤

痢
の
患
者
が
多
い
。
ハ
ン
セ
ン

病
に
侵
さ
れ
た
人
も
い
た
。
外

気
温
は
摂
氏
四
〇
厦
近
い
。
扇

風
機
が
か
き
ま
わ
す
、
纂
く
よ

ど
ん
だ
空
気
の
な
か
で
、
患
者

た
ち
は
言
葉
も
な
く
身
を
伏
せ

て
い
た
。

　
ペ
ッ
ド
数
三
十
に
対
し
入
院

患
者
が
六
十
、
、
約
七
割
は
難
民

で
あ
る
。
外
来
患
者
に
は
地
域

佳
民
も
多
い
が
、
そ
の
数
は
こ

こ
数
年
で
三
倍
に
も
増
え
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
が
懸
命
に
治

療
に
あ
た
る
が
、
医
療
環
境
は

あ
ま
り
に
も
厳
し
く
、
難
民
キ

ャ
ン
プ
と
そ
の
地
域
住
民
へ
の

医
療
援
助
が
急
務
で
あ
る
。

　
病
院
の
待
合
室
で
調
査
団
の

メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
難
民
の

患
者
に
対
し
て
「
ナ
マ
ス
テ
」

と
合
掌
す
る
と
、
そ
の
老
い
た

患
者
も
弱
っ
た
身
体
を
立
ち
上

が
ら
せ
て
「
ナ
マ
ス
テ
」
と
ほ

ほ
え
み
返
し
て
き
た
。

　
身
体
は
掬
ん
で
い
て
も
、
そ

の
精
神
は
穏
や
か
で
、
心
に
は

垣
根
が
な
い
。
同
じ
入
閣
と
し

て
彼
ら
に
対
し
で
き
る
こ
と
は

何
か
Ｉ
。
そ
の
素
朴
な
患
者

の
表
情
が
、
調
査
団
メ
ン
バ
ー

の
心
を
強
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
調
査
団
一
行
は
二
十
四
日

　
（
同
）
に
は
、
ジ
ャ
パ
地
区
の

メ
チ
県
病
院
を
視
察
し
、
医
療

援
助
の
一
環
と
し
て
「
心
電

計
」
の
目
録
を
贈
呈
。
ま
た
、

同
地
区
滞
在
中
に
二
つ
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
も
足
を
運
び
医
療

棟
な
ど
を
視
察
し
た
。

調査団はジャパ地区にある難民キャンプ内の医療棟

へ。その薬局には、取り囲むように人垣ができていた

　
ネ
パ
ー
ル
で
の
日
程
を
終
え
ア
フ
リ
カ
北
東
部
へ
と
向
か
ア
の
首
都
ア
デ
ィ
ス
ア
ペ
バ
に

た
一
行
は
次
の
目
的
地
で
あ
る
一
い
、
二
十
七
日
刳
、
エ
チ
オ
ピ

ー到
着
し
た
。
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